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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 コア営業利益 税引前四半期利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 306,053 7.9 60,872 0.0 64,339 6.5 53,554 8.8 53,554 8.8

2022年12月期第３四半期 283,775 11.7 60,860 30.0 60,404 44.2 49,212 49.5 49,212 49.5

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 99.62 99.61

2022年12月期第３四半期 91.57 91.55

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 1,004,051 812,143 812,143 80.9

2022年12月期 939,881 762,826 762,826 81.2

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 24.00 － 27.00 51.00

2023年12月期 － 27.00 －

2023年12月期（予想） 27.00 54.00

１．2023年12月期第３四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

四半期包括利益合計額    2023年12月期第３四半期    77,963百万円（53.6％）     2022年12月期第３四半期   50,756百万円 （30.5％）

（注）コア営業利益は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」、「研究開発費」を控除し、「持分法による投資損益」を加えて算出して

います。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上収益 コア営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　　期 426,000 6.9 88,000 1.5 86,000 27.3 70,000 30.7 70,000 30.7 130.23

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Q 540,000,000株 2022年12月期 540,000,000株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Q 2,390,163株 2022年12月期 2,521,197株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Q 537,565,293株 2022年12月期３Q 537,418,763株

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  IFRSにより要求される会計方針の変更：有

②  ①以外の会計方針の変更            ：無

③  会計上の見積りの変更              ：無

（注）詳細は、添付資料18ページ「２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記（５）要約四半期連結財務諸表に関
する注記事項（重要性がある会計方針）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

前連結会計年度末
2023年12月期

第３四半期末
増減

資産 ９，３９９ １０，０４１ ６４２

非流動資産

流動資産

３，９７７

５，４２２

４，２２７

５，８１４

２５０

３９２

負債 １，７７１ １，９１９ １４９

資本 ７，６２８ ８，１２１ ４９３

親会社所有者帰属持分比率（％） ８１．２％ ８０．９％ △０．３％

(1) 財政状態に関する説明

（単位：億円）

◎　資産は、前連結会計年度末に比べ642億円増加し、10,041億円となりました。

・非流動資産は、欧州エスタブリッシュト医薬品事業の合弁化に伴い、持分法で会計処理されている投資が増加し

たことに加えて、為替の円安影響によるのれんの増加等により、前連結会計年度末に比べ250億円増加し、4,227

億円となりました。

・流動資産は、売却目的で保有する資産の減少等がありましたが、現金及び現金同等物の増加等により、前連結会

計年度末に比べ392億円増加し、5,814億円となりました。

◎　負債は、契約負債の減少によるその他の非流動負債の減少等がありましたが、営業債務及びその他の債務や未払

法人所得税の増加等により、前連結会計年度末に比べ149億円増加し、1,919億円となりました。

◎　資本は、配当金の支払いによる減少等がありましたが、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上や為替影響

による在外営業活動体の換算差額の増加等により、前連結会計年度末に比べ493億円増加し、8,121億円となりま

した。この結果、当第３四半期連結会計期間末の親会社所有者帰属持分比率は、前連結会計年度末に比べ0.3ポ

イント減少し、80.9％となりました。
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2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

増減率

％

売上収益 ２，８３８ ３，０６１ ２２３ 7.9％

コア営業利益 ６０９ ６０９ ０ 0.0％

税引前四半期利益 ６０４ ６４３ ３９ 6.5％

親会社の所有者に帰属する四半期利益 ４９２ ５３６ ４３ 8.8％

通貨
2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

米ドル（USD／円） １２６円 １３７円 １１円

英ポンド（GBP／円） １６０円 １７０円 １０円

ユーロ（EUR／円） １３５円 １４８円 １３円

(2) 経営成績に関する説明

①　業績の概況

当社グループは、グローバルに事業を展開していることから、国際会計基準（以下「IFRS」という。）を適用して

いますが、事業活動による経常的な収益性を示す段階利益として「コア営業利益」を採用しています。当該「コア営

業利益」は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」及び「研究開発費」を控除し、「持分法による投資損

益」を加えて算出しています。

（単位：億円）

＜期中平均為替レート＞

当第３四半期連結累計期間（2023年１月１日から９月30日までの９か月間）の売上収益は3,061億円（前年同期比

7.9％増）、コア営業利益は609億円（同0.0％増）となりました。親会社の所有者に帰属する四半期利益は536億円

（同8.8％増）となりました。

◎　売上収益は、北米を中心としたグローバル戦略品の伸長に加え、技術収入の増加により増収となりました。な

お、売上収益に係る為替の増収影響は139億円となりました。

◎　コア営業利益は、海外売上収益の増収及び技術収入の増加により売上総利益が増益となったものの、販売費及び

一般管理費や研究開発費の増加により前年同期並みとなりました。なお、コア営業利益に係る為替の増益影響は

42億円となりました。

◎　親会社の所有者に帰属する四半期利益は、RTA 402の開発中止決定に伴う減損損失の計上等によるその他の費用

の増加がありましたが、欧州エスタブリッシュト医薬品事業の合弁化に伴う子会社株式売却益及び残存持分評価

益の計上等によるその他の収益の増加により増益となりました。
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2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

増減率

％

日本 １，０９２ １，０７０ △２３ △2.1％

北米 ７５９ ９２９ １７０ 22.4％

EMEA ４８０ ４５７ △２３ △4.7％

アジア／オセアニア ２２５ ２６０ ３５ 15.4％

その他 ２８１ ３４５ ６３ 22.5％

売上収益合計 ２，８３８ ３，０６１ ２２３ 7.9％

②　地域統括会社別の売上収益

（単位：億円）

（注）１．One Kyowa Kirin 体制（日本・北米・EMEA・アジア／オセアニアの４極の地域（リージョン）軸、機能（フ

ァンクション）軸と製品（フランチャイズ）軸を組み合わせたグローバルマネジメント体制）における地域

統括会社（連結）の製商品の売上収益を基礎として区分しています。

２．EMEAは、ヨーロッパ、中東及びアフリカ等です。

３．その他は、技術収入及び受託製造等です。
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2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

増減率

％

ダルベポエチン アルファ注シリンジ

「KKF」
１３２ １０３ △２９ △21.7％

ダーブロック ４４ ６９ ２４ 54.4％

ジーラスタ ２２７ ２３２ ５ 2.3％

ロミプレート ７５ ８７ １２ 15.9％

クリースビータ ６４ ７４ １０ 16.0％

2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

増減率

％

Crysvita ７８７ ９５７ １７０ 21.6％

Poteligeo １６１ １９９ ３８ 23.8％

Nourianz ４５ ５５ １０ 22.9％

Gran ６４ ５２ △１２ △19.2％

＜主要製品の売上収益（日本）＞

（単位：億円）

◎　日本の売上収益は、2022年４月及び2023年４月に実施された薬価基準引下げの影響等を受け、前年同期に比べ減

少しました。

・ダルベポエチン アルファ注シリンジ「KKF」は、薬価基準引下げ及び競合品浸透の影響を受け、売上収益が減少

しました。

・腎性貧血治療剤ダーブロックは、2020年の発売以来、順調に売上収益を伸ばしています。

・発熱性好中球減少症発症抑制剤ジーラスタは、前年同期並みの売上収益となりました。

・慢性特発性血小板減少性紫斑病治療剤ロミプレートは、既存治療で効果不十分な再生不良性貧血を適応症とする

承認を2019年に取得し、市場浸透により売上収益が増加しています。

・FGF23関連疾患治療剤クリースビータは、2019年の発売以来、順調に売上収益を伸ばしています。

＜主要製品の売上収益（海外）＞

（単位：億円）

◎　北米の売上収益は、グローバル戦略品が伸長し、前年同期を上回りました。

・X染色体連鎖性低リン血症治療剤Crysvita（日本製品名：クリースビータ）は、2018年の発売以来、順調に売上

収益を伸ばしています。

・抗悪性腫瘍剤Poteligeo（日本製品名：ポテリジオ）は、2018年の発売以来、売上収益を伸ばしています。

・パーキンソン病治療剤Nourianz（日本製品名：ノウリアスト）は、2019年の発売以来、売上収益を伸ばしていま

す。

◎　EMEAの売上収益は、グローバル戦略品が伸長したものの、エスタブリッシュト医薬品の売上収益の減少により前

年同期を下回りました。

・X染色体連鎖性低リン血症治療剤Crysvita（日本製品名：クリースビータ）は、2018年の発売以来、上市国を拡

大しながら売上収益を伸ばしています。

・抗悪性腫瘍剤Poteligeo（日本製品名：ポテリジオ）は、2020年の発売以来、上市国を拡大しながら売上収益を

伸ばしています。

・エスタブリッシュト医薬品事業のGrünenthal社との合弁化に伴い、８月より13ブランドの売上収益が製品売上か

ら売上ロイヤルティ及びライセンス利用料に移行したため、Abstral等のエスタブリッシュト医薬品の売上収益

が減少しました。

◎　アジア／オセアニアの売上収益は、前年同期を上回りました。

・X染色体連鎖性低リン血症治療剤Crysvita（日本製品名：クリースビータ）は、2022年11月に販売を開始したオ

ーストラリアを中心に、売上収益を伸ばしています。

・好中球減少症治療剤Gran（日本製品名：グラン）は、中国の一部の地域で始まった集中購買制度*の影響を受け

売上収益が減少しました。

* 中国で医療費削減を目的に2018年に導入された医薬品調達プログラム(VBP：Volume-Based Procurement)。入

札により２－５社程度の企業だけに供給が委託される一方、価格は大幅に下落します。
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＜その他の売上収益＞

◎　その他の売上収益は、前年同期を上回りました。

・AstraZeneca社からのベンラリズマブに関する売上ロイヤルティが増加しました。

③　コア営業利益

◎　コア営業利益は、北米を中心としたグローバル戦略品の売上収益の伸長及び技術収入の増収に伴う売上総利益の

増加があったものの、４月27日からの北米でのCrysvita自社販売開始に伴う人件費等の増加に加え、第Ⅲ相国際

共同治験を実施中のKHK4083の開発進展等に伴う研究開発費の増加があったため、前年同期並みとなりました。

なお、コア営業利益に係る為替の増益影響は42億円となりました。
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2022年12月期

第３四半期

2023年12月期

第３四半期
増減

増減率

％

営業活動によるキャッシュ・フロー ３５５ ８４３ ４８７ 137.1％

投資活動によるキャッシュ・フロー △１３４ △１２５ ９ △6.9％

財務活動によるキャッシュ・フロー △２７９ △３１４ △３５ 12.4％

現金及び現金同等物の期首残高 ３，３５１ ３，３９２ ４１ 1.2％

現金及び現金同等物の四半期末残高 ３，３２８ ３，８２３ ４９５ 14.9％

(3) キャッシュ・フローに関する説明

（単位：億円）

◎　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末の3,392億円に比べ431億

円増加し、3,823億円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。

◎　営業活動によるキャッシュ・フローは、843億円の収入（前年同期は355億円の収入）となりました。主な収入要因

は、税引前四半期利益643億円に加えて、減価償却費及び償却費155億円、連結子会社からの外貨建預り金の換算差

額等の為替差損益120億円、減損損失及び減損損失戻入益93億円です。一方、主な支出要因は、子会社株式売却益

及び残存持分評価益148億円、法人所得税の支払額57億円です。

◎　投資活動によるキャッシュ・フローは、125億円の支出（前年同期は134億円の支出）となりました。主な支出要因

は、有形固定資産の取得による支出130億円や無形資産の取得による支出94億円です。一方、主な収入要因は、連

結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入78億円、関係会社社債の償還による収入20億円です。

◎　財務活動によるキャッシュ・フローは、314億円の支出（前年同期は279億円の支出）となりました。主な支出要因

は、配当金の支払額290億円です。
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(4) 研究開発活動

　当社グループは、研究開発活動へ資源を継続的かつ積極的に投入しています。多様なモダリティを駆使して画期的新

薬を生み出すプラットフォームを築く技術軸と、これまで培った疾患サイエンスを活かしつつ有効な治療法のない疾患

に"only-one value drug"を提供し続ける疾患軸の両方を進化させ、競合優位性の高いパイプラインを構築し、Life-

changingな価値をもつ新薬をグローバルに展開することを目指しています。

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は512億円であり、主な後期開発品の各疾患領

域における進捗は、次のとおりです。（◆は当第３四半期連結会計期間の進捗）

腎領域

KHK7580（日本製品名：オルケディア）

・中国及び韓国において二次性副甲状腺機能亢進症を適応症とする販売承認申請中です（中国：2022年７月申請、韓

国：2022年11月申請）。

KHK7791（日本製品名：フォゼベル）

◆９月に日本において透析中の慢性腎臓病患者における高リン血症の改善を適応症とする製造販売承認を取得しまし

た。

がん領域

KRN125（日本製品名：ジーラスタ）

◆７月に日本において自家末梢血幹細胞移植のための造血幹細胞の末梢血中への動員を適応症とする承認事項一部変

更承認申請を行いました。

免疫・アレルギー疾患領域

KHK4827（日本製品名：ルミセフ）

・日本において全身性強皮症を予定適応症とする承認事項一部変更承認申請中です（2021年12月申請）。

◆８月に日本において掌蹠膿疱症を適応症とする承認事項一部変更承認を取得しました。

その他

AMG531（日本製品名：ロミプレート）

◆９月に日本において再生不良性貧血を適応症とする承認事項一部変更承認を取得しました。
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開発パイプライン一覧
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（注）2023年９月30日からの主な進捗は、次のとおりです。

・腎領域のKW-3357（日本製品名：アコアラン）は妊娠高血圧腎症の開発中止を決定しました。

(5) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年５月10日に公表した連結業績予想から修正は行っていません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

資産

非流動資産

有形固定資産 89,099 92,877

のれん 135,761 140,880

無形資産 64,786 64,630

持分法で会計処理されている投資 － 12,518

その他の金融資産 36,531 35,534

退職給付に係る資産 15,212 14,762

繰延税金資産 52,946 56,878

その他の非流動資産 3,357 4,610

非流動資産合計 397,692 422,689

流動資産

棚卸資産 70,675 71,338

営業債権及びその他の債権 111,746 113,621

その他の金融資産 526 847

その他の流動資産 14,094 13,290

現金及び現金同等物 339,194 382,266

小計 536,235 581,362

売却目的で保有する資産 5,955 －

流動資産合計 542,189 581,362

資産合計 939,881 1,004,051

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

資本

資本金 26,745 26,745

資本剰余金 464,434 464,708

自己株式 (3,177) (2,954)

利益剰余金 285,842 310,551

その他の資本の構成要素 (11,018) 13,093

親会社の所有者に帰属する持分合計 762,826 812,143

資本合計 762,826 812,143

負債

非流動負債

持分法適用に伴う負債 15,529 12,688

退職給付に係る負債 287 367

引当金 7,532 8,822

繰延税金負債 404 443

その他の金融負債 17,549 17,519

その他の非流動負債 25,929 19,462

非流動負債合計 67,229 59,301

流動負債

営業債務及びその他の債務 70,922 89,426

引当金 2,966 4,260

その他の金融負債 5,729 5,331

未払法人所得税 1,582 6,111

その他の流動負債 28,627 27,478

流動負債合計 109,825 132,606

負債合計 177,055 191,907

資本及び負債合計 939,881 1,004,051
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年９月30日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

　　至　2023年９月30日）

売上収益 283,775 306,053

売上原価 (64,146) (76,974)

売上総利益 219,629 229,079

販売費及び一般管理費 (117,271) (119,317)

研究開発費 (44,143) (51,174)

持分法による投資損益 2,644 2,285

その他の収益 1,022 16,574

その他の費用 (5,065) (16,620)

金融収益 4,510 3,650

金融費用 (924) (138)

税引前四半期利益 60,404 64,339

法人所得税費用 (11,192) (10,785)

四半期利益 49,212 53,554

四半期利益の帰属

親会社の所有者 49,212 53,554

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 91.57 99.62

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 91.55 99.61

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年９月30日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

　　至　2023年９月30日）

四半期利益 49,212 53,554

     

その他の包括利益

純損益に振替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する

金融資産
609 750

純損益に振替えられることのない項目合計 609 750

純損益に振替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 767 23,575

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対

する持分
167 84

純損益に振替えられる可能性のある項目合計 934 23,659

その他の包括利益 1,543 24,409

四半期包括利益 50,756 77,963

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 50,756 77,963

（要約四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活
動体の換算
差額

2022年１月１日残高 26,745 464,153 (3,359) 255,528 414 (7,299)

四半期利益 － － － 49,212 － －

その他の包括利益 － － － － － 934

四半期包括利益合計 － － － 49,212 － 934

剰余金の配当 － － － (25,258) － －

自己株式の取得 － － (8) － － －

自己株式の処分 － 73 108 － － －

株式に基づく報酬取引 － 119 57 － (180) －

その他の資本の構成要素から利益剰
余金への振替

－ － － 557 － －

所有者との取引額合計 － 192 157 (24,701) (180) －

2022年９月30日残高 26,745 464,345 (3,203) 280,039 234 (6,365)

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計

その他の資本の構成要素

合計

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

合計

2022年１月１日残高 980 (5,904) 737,162 737,162

四半期利益 － － 49,212 49,212

その他の包括利益 609 1,543 1,543 1,543

四半期包括利益合計 609 1,543 50,756 50,756

剰余金の配当 － － (25,258) (25,258)

自己株式の取得 － － (8) (8)

自己株式の処分 － － 181 181

株式に基づく報酬取引 － (180) (5) (5)

その他の資本の構成要素から利益剰
余金への振替

(557) (557) － －

所有者との取引額合計 (557) (737) (25,090) (25,090)

2022年９月30日残高 1,033 (5,098) 762,828 762,828

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活
動体の換算
差額

2023年１月１日残高 26,745 464,434 (3,177) 285,842 219 (12,247)

四半期利益 － － － 53,554 － －

その他の包括利益 － － － － － 23,659

四半期包括利益合計 － － － 53,554 － 23,659

剰余金の配当 － － － (29,027) － －

自己株式の取得 － － (8) － － －

自己株式の処分 － 37 79 － － －

株式に基づく報酬取引 － 237 152 － (116) －

その他の資本の構成要素から利益剰
余金への振替

－ － － 182 － －

所有者との取引額合計 － 274 223 (28,845) (116) －

2023年９月30日残高 26,745 464,708 (2,954) 310,551 103 11,412

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計

その他の資本の構成要素

合計

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

合計

2023年１月１日残高 1,010 (11,018) 762,826 762,826

四半期利益 － － 53,554 53,554

その他の包括利益 750 24,409 24,409 24,409

四半期包括利益合計 750 24,409 77,963 77,963

剰余金の配当 － － (29,027) (29,027)

自己株式の取得 － － (8) (8)

自己株式の処分 － － 116 116

株式に基づく報酬取引 － (116) 274 274

その他の資本の構成要素から利益剰
余金への振替

(182) (182) － －

所有者との取引額合計 (182) (298) (28,646) (28,646)

2023年９月30日残高 1,578 13,093 812,143 812,143

当第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）
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（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年９月30日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

　　至　2023年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 60,404 64,339

減価償却費及び償却費 14,259 15,451

減損損失及び減損損失戻入益（益） 3,225 9,326

引当金の増減額（減少） (834) 2,101

持分法による投資損益（益） (2,644) (2,285)

子会社株式売却益及び残存持分評価益（益） － (14,799)

為替差損益（益） (13,019) 11,991

棚卸資産の増減額（増加） (10,067) (3,186)

営業債権の増減額（増加） 8,160 4,897

営業債務の増減額（減少） (3,976) 715

契約負債の増減額（減少） (5,226) (6,090)

法人所得税の支払額 (21,833) (5,653)

その他 7,092 7,479

営業活動によるキャッシュ・フロー 35,543 84,286

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 (9,776) (13,006)

無形資産の取得による支出 (4,893) (9,355)

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入
－ 7,780

投資有価証券の売却による収入 1,976 －

関係会社社債の償還による収入 － 2,000

その他 (725) 86

投資活動によるキャッシュ・フロー (13,418) (12,495)

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース負債の返済による支出 (2,792) (2,625)

自己株式の取得による支出 (8) (8)

配当金の支払額 (25,258) (29,027)

その他 118 262

財務活動によるキャッシュ・フロー (27,940) (31,397)

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,511 2,678

現金及び現金同等物の増減額（減少） (2,304) 43,072

現金及び現金同等物の期首残高 335,084 339,194

現金及び現金同等物の四半期末残高 332,779 382,266

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（重要性がある会計方針）

　本要約四半期連結財務諸表において適用する重要性がある会計方針は、以下を除き、前連結会計年度に係る連結財

務諸表において適用した会計方針と同一です。

　なお、当第３四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しています。

（IAS第12号「法人所得税」（2023年５月改訂））

　当社グループは、第２四半期連結会計期間より「国際的な税制改革－第２の柱モデルルール」（以下「IAS第12

号（改訂）」という。）を適用しています。

　当社グループは、IAS第12号（改訂）に定める例外規定を適用して、第２の柱モデルルールを導入するために制

定又は実質的に制定された税法から生じる法人所得税に係る繰延税金資産及び繰延税金負債の認識及び開示を行っ

ていません。

（表示方法の変更）

（要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「為替差

損益（益）」は、金額的重要性が増したため、区分掲記しています。この表示方法の変更を反映させるため、前第３

四半期連結累計期間の要約四半期連結財務諸表の組替えを行っています。

　この結果、前第３四半期連結累計期間の要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」の「その他」に表示していた(5,927)百万円は、「為替差損益（益）」(13,019)百万円、「その

他」7,092百万円として組替えています。

（セグメント情報）

　当社グループは、「医薬事業」の単一セグメントであるため、報告セグメント別の記載は省略しています。
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